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(57)【要約】
　スクラブル（登録商標）のような検出グリッド上で有
形のオブジェクト１２０を配置することにより、メッセ
ージの作成を可能にする装置１００が説明される。オブ
ジェクトの各々は、例えば文字といった１つ又は複数の
シンボルを表す。ユーザは、グリッド上で単語を書くこ
とにより、メッセージを作成する。装置１００は、オブ
ジェクト１２０の検出された識別子及びグリッドでの位
置に基づきメッセージを作る。ユーザは、グリッド上で
メッセージのあて先を表す更なる有形のオブジェクト１
３０を配置することにより、メッセージをアドレス指定
して送信することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有形のオブジェクトを表面に配置することによりメッセージの作成を可能にする装置で
あって、オブジェクトの各々が、識別子を持ち、かつ１つ又は複数のシンボルを表してお
り、
　前記オブジェクトの識別子及び前記表面上での位置を検出する検出器と、
　前記検出された識別子及び位置に基づき前記メッセージを作る作文部とを有する、装置
。
【請求項２】
　前記作文部が、前記検出された識別子に基づき各オブジェクトにより表される前記１つ
又は複数のシンボルを特定し、前記１つ又は複数のシンボルを前記メッセージに挿入する
ことによりテキストメッセージを作るよう構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　更に、前記表面上に更なる有形のオブジェクトを配置することにより前記メッセージの
アドレッシングを可能にし、前記オブジェクトが、識別子を持ち、かつ前記メッセージの
あて先を表し、前記検出器は、前記更なるオブジェクトの識別子を検出するよう構成され
る、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記更なるオブジェクトの識別子に基づき前記メッセージのあて先に対応するネットワ
ークアドレスを取得する取得部を更に有する、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記ネットワークアドレスを前記メッセージに加える加算部を更に有する、請求項４に
記載の装置。
【請求項６】
　前記有形のオブジェクトが、無線識別タグであり、前記検出器は、前記タグの位置及び
識別子を検出する無線識別検出グリッドを有する、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記検出グリッドが、前記表面を形成し、複数の空間に分けられ、各空間には、一つの
有形のオブジェクトが配置されることができる、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記作文部が、前記検出グリッド上の空白を確認し、前記作られたメッセージに空白を
含めるよう構成される、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　送信機からメッセージを受信する受信機を有する装置であって、前記受信されるメッセ
ージが、前記送信機で前記メッセージを作成するのに使用される有形のオブジェクトの識
別子を有しており、前記装置が更に、前記識別子に対応する１つ又は複数のシンボルをテ
キストメッセージに挿入することにより、前記受信メッセージを前記テキストメッセージ
に変換する変換部を有する、装置。
【請求項１０】
　表面上に有形のオブジェクトを配置することにより作成されるメッセージの作成方法に
おいて、前記オブジェクトの各々が、識別子を持ち、かつ１つ又は複数のシンボルを表し
ており、
　前記オブジェクトの前記識別子及び前記表面上での位置を検出するステップと、
　前記検出された識別子及び位置に基づき前記メッセージを作るステップとを有する、方
法。
【請求項１１】
　送信機からメッセージを受信するステップであって、前記受信されるメッセージが、前
記送信機で前記メッセージを作成するのに使用される有形のオブジェクトの識別子を有す
る、ステップと、
　前記識別子に対応する１つ又は複数のシンボルをテキストメッセージに挿入することに
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より、前記受信メッセージを前記テキストメッセージへと変換するステップとを有する、
方法。
【請求項１２】
　コンピュータプログラムであって、コンピュータで実行されるとき、
　テキストメッセージを作るステップであって、前記メッセージが、有形のオブジェクト
を表面に配置することにより作成される、ステップを実行するよう構成されるプログラム
コードを有し、
　前記オブジェクトの各々が識別子を持ち、かつ１つ又は複数のシンボルを表し、前記オ
ブジェクトの識別子及び位置に基づき、前記テキストメッセージが作成される、コンピュ
ータプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータ可読媒体上に実現される、請求項１２に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　請求項１２のコンピュータプログラムを搬送する担体媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メッセージを作る装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　シニアは一般に、電子メール及び携帯電話の使用に困難さを感じる。なぜなら、ボタン
及びスクリーンがあまりに小さく、ユーザ対話（user interaction）があまりに複雑だか
らである。多くの大人又は子供は、自分の初老の両親又は祖父母に、電話及びテキストメ
ッセージ交換のため携帯電話の使い方を教えようとするが、しばしば無駄に終わる。
【０００３】
　ＳＭＳ又は電子メールといったテキストメッセージ交換の使用は、大幅に増加している
。これは、斯かるテキストメッセージを送信及び受信することができないシニアが、コミ
ュニケーションの重要な手段を使用することができないことを意味する。これは、多くの
場合シニアの隔離を増やすことになる。なぜなら、テキストメッセージの交換は、より若
い世代では広く使われているからである。シニア、子供及び孫の間のつながりを強化する
ことが望ましい。
【０００４】
　米国特許第６，９８３，１２４Ｂ１号は、遠隔通信デバイスを開示する。この装置は、
ＲＦトランシーバ（リーダー）を組み込む。このトランシーバは、手動のユーザインタフ
ェースを必要とすることなくタグの識別子に対応する所望の電話番号に自動的にダイヤル
するため、関連付けられるＲＦトランスポンダ（タグ）を読み込むよう構成される。タグ
は、額縁、消費者向け製品及び包装、広告及びプロモーション材料、電子名刺、記録シス
テム等を含む無数のアイテムに付けられる又は組み込まれることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、このデバイスは、電話番号をダイヤルするユーザーフレンドリーな方法を提供
する。しかしながら、それは、テキストメッセージを送信する、特に斯かるテキストメッ
セージを書くことに関するユーザーフレンドリーなソリューションを提供するものではな
い。
【０００６】
　本発明の目的は、ユーザーフレンドリーな方法においてメッセージの作成を可能にする
装置及び方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明のある側面によれば、独立請求項１及び９に記載の装置、独立請求項１０及び１
１に記載の方法及び独立請求項１２に記載のコンピュータプログラムが提供される。好ま
しい実施形態は、従属請求項２～８及び１３～１４に規定される。
【０００８】
　本発明の側面によれば、有形のオブジェクトを表面に配置することによりメッセージの
作成を可能にする装置が提供される。オブジェクトの各々が、識別子を持ち、かつ１つ又
は複数のシンボルを表しており、例えば、１つの文字又は画像、文字のグループ、キャラ
クタ、単語又はフレーズを表す。オブジェクトの各々は、それがどのシンボルを表すかを
示すことができる。表面は、スクラブル（登録商標）ゲームを遊ぶのに使用されるものと
似た板の表面とすることができる。この装置は、上記オブジェクトの識別子及び上記表面
上での位置を検出する検出器を有する。作文部は、上記検出された識別子及び位置に基づ
き上記メッセージを作る。作られたメッセージは、別の通信相手に送信されることができ
る。この装置は、文字又は単語といったシンボルを表面上に正しい順に単に置くことで、
ユーザがテキストメッセージを書くことを可能にする。こうして、メッセージのテキスト
が作成される。高齢者がしばしば困難さを感じるボタンの使用は、これにより回避される
。ＳＭＳ、電子メール又は他の任意のタイプのメッセージとすることができるメッセージ
が、受信側の通信相手に送信されることができる。更に、この装置は、携帯電話又は電子
メールシステムに結合されることができる。代替的に、メッセージ送信に関する手段が、
装置自体に一体化されることができる。
【０００９】
　本発明のある実施形態によれば、上記作文部が、上記検出された識別子に基づき各オブ
ジェクトにより表される上記シンボルを特定し、上記表面上の位置に対応する順番で上記
メッセージに上記シンボルを挿入することによりテキストメッセージを作るよう構成され
る。結果として、従来の方法で作られたＳＭＳ又は電子メールメッセージと同じ態様で受
信側に直ちに表示されることができるテキストメッセージが作成される。従って、メッセ
ージを受信及び表示するため、受信側において、標準的な携帯電話又はコンピュータが使
用されることができる。
【００１０】
　本発明の別の実施形態によれば、作文部は、表面上のそれらの位置に対応する順におい
てメッセージにおける識別子を挿入することにより、メッセージを作る。受信側において
、このメッセージは、受信メッセージにおける識別子に対応するシンボルを特定し、この
シンボルをテキストメッセージに挿入することにより、テキスト形式へと変換される。こ
うして、通信ネットワークにわたり送信されるメッセージが第３者に読み取られることは
なく、プライバシーが強化される。
【００１１】
　本発明の更なる実施形態によれば、この装置は更に、上記表面上に更なる有形のオブジ
ェクトを配置することにより上記メッセージのアドレッシングを可能にする。上記オブジ
ェクトは、識別子を持ち、かつ上記メッセージのあて先を表す。上記検出器が、上記更な
るオブジェクトの識別子を検出するよう構成される。これは、対応するオブジェクトを表
面上に単に配置することにより、ユーザが上記メッセージのあて先を選ぶことを可能にす
る。特定の有形のオブジェクトは、ユーザがしばしばメッセージを送信するすべてのあて
先の人に対応して提供されるべきである。更なるオブジェクトの各々は、それがどのあて
先を表すかを示す。例えば、オブジェクト上にプリントされる関係する人の画像により示
される。
【００１２】
　更なるオブジェクトの識別子は、あて先となる人のネットワークアドレスとすることが
できる。こうして、この装置は、メッセージをアドレス指定するために、単に識別子を使
用することができる。しかしながら、更なるオブジェクトのメモリが非常に小さい場合、
例えば国際電話番号又は長いメールアドレスといった長い識別子を格納するための十分な
空間がない場合もある。その場合、更なるオブジェクトの識別子は、非常に短いものとす
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ることができ、整合表において対応するネットワークアドレスに整合される。この場合、
この装置は、更なるオブジェクトの識別子に基づき、メッセージのあて先に対応するネッ
トワークアドレスを上記整合表から取得する取得部を有する。すると、このネットワーク
アドレスが上記メッセージに加えられることができる。その結果、上記メッセージが、そ
のあて先に正しく送られることができる。この実施形態の追加的な利点は、特定のあて先
のネットワークアドレスが変化する場合、更新されなければならないのは整合表だけであ
り、このあて先に対応する更なるオブジェクトのメモリにおける識別子は同じままでよく
、更新される必要がない点にある。
【００１３】
　本発明のなお更なる実施形態によれば、上記有形のオブジェクトが、無線識別（ＲＦＩ
Ｄ）タグとして実現され、上記検出器は、上記タグの位置及び識別子を検出する無線識別
検出グリッドを有する。ＲＦＩＤ技術は、安価で信頼性が高く、従って、メッセージ作成
装置を実現するのに非常に適している。
【００１４】
　本発明の更に追加的な実施形態によれば、上記検出グリッドが、上記表面を形成し、複
数の空間に分けられ、各空間には、一つの有形のオブジェクトが配置されることができる
。こうして、有形のオブジェクトを表面上に集めるようなガイダンスがユーザに提供され
る。
【００１５】
　作文部は、検出グリッド上の空白を確認し、作られるメッセージに空白を含めるよう構
成されることができる。複数の連続的な空白がある場合、作文部は、作られるメッセージ
において好ましくは一つの空白だけを含める。こうして、スペースがユーザーフレンドリ
ーな態様でメッセージに挿入されることができる。しかし、メッセージは可読に保たれる
。
【００１６】
　本発明の更に別の側面によれば、表面上に有形のオブジェクトを配置することにより作
成されるメッセージの作成方法が提供される。上記オブジェクトの各々が、識別子を持ち
、かつ１つ又は複数のシンボルを表す。この方法は、
  上記オブジェクトの上記識別子及び上記表面上での位置を検出するステップと、
  上記検出された識別子及び位置に基づき上記メッセージを作るステップとを有する。
【００１７】
　本発明のなお更なる側面によれば、ある方法が、
  送信機からメッセージを受信するステップであって、上記受信されるメッセージが、上
記送信機で上記メッセージを作成するのに使用される有形のオブジェクトの識別子を有す
る、ステップと、
  上記識別子に対応する上記シンボルを上記テキストメッセージに挿入することにより、
上記受信メッセージをテキストメッセージへと変換するステップとを有する。
【００１８】
　本発明のなお更なる側面によれば、コンピュータプログラムが与えられ、このプログラ
ムは、コンピュータで実行されるとき、テキストメッセージを作るステップであって、上
記メッセージが、有形のオブジェクトを表面に配置することにより作成される、ステップ
を実行するよう構成されるプログラムコードを有し、上記オブジェクトの各々が識別子を
持ち、かつ１つ又は複数のシンボルを表し、上記オブジェクトの識別子及び位置に基づき
、上記テキストメッセージが作成される。
【００１９】
　コンピュータプログラムは、コンピュータ可読媒体上で実現されることができるか、又
は、担体媒体が、コンピュータプログラムを搬送することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態による装置を用いたテキストメッセージの作成を示す図である
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。
【図２】本発明の実施形態による装置の送信側での機能ブロックダイアグラムを示す図で
ある。
【図３】例示的な実施形態に基づき図２に表される装置により実行されるステップのフロ
ーチャートを示す図である。
【図４】別の実施形態に基づき図２に表される装置により実行されるステップのフローチ
ャートを示す図である。
【図５】本発明の実施形態による装置の受信側での機能ブロックダイアグラムを示す図で
ある。
【図６】更なる別の実施形態に基づき図２及び図５に表される装置により実行されるステ
ップのフローチャートを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明のこれらの及び他の態様が、以下に説明される実施形態より明らとなり、これら
の実施形態を参照して説明されることになる。
【００２２】
　添付の明細書と共に、以下の図面を参照することにより、本発明は、よりよく理解され
ることになり、その多数の目的及び利点が、当業者に対して明らかになるであろう。
【００２３】
　図面にわたり、類似する参照数字は、類似する要素を参照する。
【００２４】
　図１を参照すると、本発明の例示的な実施形態による装置１００を用いた、ユーザによ
るメッセージの作成が表されることになる。この装置１００は、スクラブル（登録商標）
ボードといった、複数の領域又は空間に分けられる無線識別子（以下、ＲＦＩＤ）検出器
グリッド１１０を有する。ユーザは、それぞれ文字を表すＲＦＩＤオブジェクト１２０（
タグ）を使用することによりメッセージを作る。この文字は、タグ上に示される。検出器
グリッドの空間上にそれぞれの文字を配置することにより、単語が作成される。一つの文
字を表す代わりに、タグは、文字のグループ、又は単語、又は例えば画像、キャラクタ若
しくは句読点といった他のシンボルを表すことができる。メッセージの作成後、ユーザは
、送信及びアドレッシングのため専用に設けられた検出器グリッドの一部に、例えば角の
空間に、更なるオブジェクト１３０（タグ）を単に置くことにより、メッセージをアドレ
ス指定して送信する。ユーザは、その者がしばしばメッセージを送信する各あて先に関し
て、特定のタグを持つ。対応するあて先の人の画像が、タグ１３０上に示されることがで
きる。
【００２５】
　文字を表すタグ１２０及びあて先を表すタグ１３０は、相互に異なる識別子を持つ。検
出器グリッド１１０は、表面に配置されるタグ１２０、１３０の識別子及びその位置を検
出する。タグの位置がメッセージのアドレス指定及び送信のための専用の空間に対応しな
い場合、図２に示されるように、タグの識別子及びその位置が、作文部１４０にフォワー
ドされる。作文部１４０は、タグが表すシンボルを整合表１５０から取得する。この表は
、タグ識別子のシンボルへのマッピングを有する。取得されたシンボル及び検出器表面上
でのそれらの位置に基づき、作文部は、テキストメッセージを作る。作文部は、検出グリ
ッド上の空白を確認することができる。複数の連続的な空白は一つのものとして扱われる
。従って、単語間に複数の空白が存在するような図１に示される例で作られるようなメッ
セージの場合、唯一の空白が、作られたメッセージに含まれる。これは、作文を容易にし
つつ、メッセージを可読に保つ。タグの位置が、メッセージのアドレッシングの専用の空
間に対応する場合、検出器は取得部１６０に識別子をフォワードする。取得部は、例えば
電話番号又は電子メールアドレスといった識別子に対応するネットワークアドレスを整合
表１７０から取得する。整合表は、タグ識別子のネットワークアドレスへのマッピングを
有する。ネットワークアドレスは、加算部１８０により、メッセージに、例えばメッセー
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ジヘッダに加えられる。メッセージは、例えばＳＭＳメッセージ又は電子メールとして送
信機１９０によりあて先に送信される。
【００２６】
　タグ１３０が表すあて先の完全なネットワークアドレスを、識別子としてＲＦＩＤタグ
のメモリに格納することが可能である。その場合、取得部１６０及び整合表１７０は省略
されることができ、タグの識別子（即ち、対応するあて先のネットワークアドレス）は、
検出器グリッド１１０から加算部１８０へと直接渡される。
【００２７】
　以下図３及び４を参照して、２つの例示的な実施形態に基づき、図２に表される装置に
より実行されるステップのフローチャートが説明されることになる。
【００２８】
　ユーザは、タグを付けられた文字（又は、フレーズ又は単語を表すタグ）をＲＦＩＤ検
出器グリッド上に配置することによりメッセージを作り始める（ステップ３００）。ＲＦ
ＩＤ検出器グリッドは、タグの識別子及び位置を検出する（ステップ３１０）。作文部は
、タグの識別子を用いて文字を取得し（ステップ３２０）、グリッド上の空白を確認し、
単語を作ることにより、メッセージを作る（ステップ３３０）。ユーザがＲＦＩＤグリッ
ド上にタグを配置し続ける限り、ステップ３００～３３０が繰り返される。ユーザがＲＦ
ＩＤ検出器グリッド上にあて先タグを配置するとき（ステップ３４０）、ネットワークア
ドレスがタグＩＤから取得され、メッセージに加えられる。このメッセージが、ＧＳＭ又
はインターネットを介してこのネットワークアドレスに送られる（ステップ３５０）。従
って、図３に表される例示的な実施形態によれば、ユーザはＲＦＩＤグリッド上にタグを
配置しつつ、装置はメッセージを作る。
【００２９】
　図４に表される例示的な実施形態では、ユーザがＲＦＩＤグリッド上にタグを配置する
処理を終えるまで（ステップ３００）、装置はメッセージの作成を延期する。ユーザがＲ
ＦＩＤ検出器グリッド上にあて先タグを配置するとき（ステップ３４０）、メッセージの
作成が始まる。ＲＦＩＤ検出器グリッドは、グリッド上に配置されるすべてのタグの位置
及び識別子を検出する（ステップ４００）。作文部は、タグの識別子を用いてすべての文
字を取得し（ステップ４１０）、グリッド上の空白を確認し、単語を作ることにより、メ
ッセージを作る（ステップ４２０）。ネットワークアドレスが、あて先タグのタグＩＤか
ら得られ、メッセージに加えられる。このメッセージが、ＧＳＭ又はインターネットを介
してネットワークアドレスに送られる（ステップ３５０）。
【００３０】
　別の実施形態によれば、整合表１５０は、送信側の装置１００において省略される。作
文部１４０は、グリッド上のそれらの位置により規定される順に、ＲＦＩＤ検出器グリッ
ド上に置かれたタグの検出された識別子を配置することにより、メッセージを作る。この
識別子を有するメッセージが、本書で上述した例示的な実施形態を参照して記載されたの
と同じ方法で、そのあて先に送信される。送信されたメッセージは、テキスト形式を持た
ず、メッセージを作るのに使用されたタグの識別子を単に含む。結果として、第３者はメ
ッセージを読むことができず、プライバシー／セキュリティが強化される。図５に示され
るように、受ける側の装置５００は、受信機５１０を用いてメッセージを受信する。変換
部５２０は、受信メッセージにおける識別子に対応する１つ又は複数のシンボルを整合表
１５０から取得することにより、メッセージをテキスト形式に変換する。
【００３１】
　これは、図６により表されるフローチャートにおいても示される。図６は、送信側装置
により実行されるステップ３００、３１０、３２０、３４０、３５０、メッセージを受信
するステップ６００、及び受信装置により実行されるメッセージをテキストに変換するス
テップ６１０を示す。
【００３２】
　本発明が図面及び前述の説明において詳細に図示され及び説明されたが、斯かる図示及
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は、開示された実施形態に限定されるものではない。
【００３３】
　例えば、オブジェクトの検出に関してＲＦＩＤ技術を使用する代わりに、例えば赤外線
技術といった他の適切な技術が使用されることができる。更に、本発明はＳＭＳ及び電子
メールに関するメッセージの作成に限定されるものではなく、任意の種類のメッセージに
対して適用可能である。更に、例えばタッチスクリーン上でメッセージのあて先に対応す
る画像に触れることにより、メッセージをアドレス指定する代替的な方法が想定されるこ
とができる。
【００３４】
　図面、開示及び添付の特許請求の範囲の研究から、開示された実施形態に対する他の変
形が、請求項に記載された発明を実施する当業者により理解され及び遂行されることがで
きる。請求項において、単語「有する」は他の要素又はステップを除外するものではなく
、不定冠詞「ａ」又は「ａｎ」は複数性を除外するものではない。単一のプロセッサ又は
他のユニットが、請求項に記載される複数のアイテムの機能を満たすことができる。特定
の手段が相互に異なる従属項に述べられているという単なる事実は、これらの手段の組み
合わせが有利に使用されることができないことを意味するものではない。コンピュータプ
ログラムは、他のハードウェアと共に又はその一部として供給される光学的記憶媒体又は
固体媒体といった適切な媒体に格納／配布されることができるが、インターネット又は他
の有線若しくは無線通信システムを介してといった他の形式で配布されることもできる。
請求項における任意の参照符号は、本発明の範囲を限定するものとして解釈されるべきで
はない。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(10) JP 2011-521347 A 2011.7.21

10

20

30

40

【国際調査報告】



(11) JP 2011-521347 A 2011.7.21

10

20

30

40



(12) JP 2011-521347 A 2011.7.21

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,
BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,K
E,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL
,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．ＧＳＭ

(72)発明者  ダドラニ　マータニ　パヴァンクマル　エム
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　ビルディング
            　４４
(72)発明者  ファン　ヘルク　ロベルト
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　ビルディング
            　４４
(72)発明者  シニツィン　アレクサンダー
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　ビルディング
            　４４
(72)発明者  デイクストラ　エールコ
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　ビルディング
            　４４
Ｆターム(参考) 5B020 AA02  CC06  DD04  FF17 
　　　　 　　  5B068 AA05  CC06 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

